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１．QC検定とは
1.1 QC検定の概要

 ２００５年開始、民間検定試験 ２回／年

 品質管理の知識を問う

 年間14万人が受検

 受検者累計：130万人 累計合格者： 64万人

 対象：働く人 と これから働く人（主に企業）

 ４つのレベル
１級：品質管理の専門家
２級：技術・生産／サービス提供部門で品質問題解決を主導する人々
３級：あらゆる企業において自分達の職場の問題解決を行う人々
４級：派遣社員、高校生、初めて品質管理を学ぶ人々
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１．QC検定とは

1.2 品質管理とQC検定

 品質管理の目的
お客様の要求する製品・サービスを安く、欲しい時に提供するための活動

 市場競争 ⇒ 常にＱＣＤ向上による市場競争力強化が必要

 品質管理活動の基本： 「管理」＋「改善（Kaizen）」

 Ｐ-Ｄ-Ｃ-Ａ 「Ｃ－Ａ」＝ 改善

 改善と問題解決
改善の進め方 ⇒「ＱＣストーリー」
「現状把握」⇒「要因分析」⇒「対策立案・実施」⇒「効果確認」

 問題解決とＱＣ検定
問題解決に使う手法の知識を問う



２．ＱＣ検定の普及

2.1 ＱＣ検定制度スタートの背景

 品質管理とその教育の広がり
＊品質管理活動の広がり（1945年～）
＊企業・QC普及団体等で研修教育の普及（1960年以降）
・自社製品の競争力アップにつなげるモチベーション

＊ＱＣサークル活動の広まり
・改善の成果
・教育・実践の場の提供

 派遣労働者の増加（1990年代半ば～）
＊企業も派遣会社も教育は実施せず
＊ＱＣサークル活動も不参加

 品質管理能力評価ニーズの高まり





２．ＱＣ検定の普及
2.2 ニーズに応えるための制度設計

 能力評価方法
＊問題解決能力を構成する要素（知識、資質、外的要素）
＊能力を総合的・客観的に効率的に測ることの困難さ
＊問題解決の方法や分析のための知識は不可欠

⇒「知識のみの試験」

 レベル表
＊組織内の役割により解決しなければならない問題が異なる
＊問題により必要とされる能力が異なる
⇒「対象となる人物像」「認定する知識と能力レベル」

 ４級テキスト作成と無償提供
＊４級受検者：教育機会の困難さ
⇒「一人で学習できる」テキストをＨＰから無料ＤＬ





【例】３級のレベル

 対象となる人物像
・業種･業態にかかわらず自分たちの職場の問題解決を行う全社員

《事務，営業，サービス，生産，技術を含むすべて》
・品質管理を学ぶ大学生･高専生･高校生

 認定する知識と能力レベル
QC七つ道具については，作り方・使い方をほぼ理解しており，
改善の進め方の支援・指導を受ければ，職場において発生する問題を
QC 的問題解決法により，解決していくことができ，
品質管理の実践についても，知識としては理解しているレベルです。
基本的な管理・改善活動を必要に 応じて支援を受けながら
実施できるレベルです。



【例】３級の試験範囲

 品質管理の手法(の知識)

・データの取り方･まとめ方、統計的方法の基礎(定義と基本）(正規分布など)

・ＱＣ七つ道具(パレート図,特性要因図,ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ,散布図,層別,管理図など)

・新ＱＣ七つ道具(定義と基本）(親和図法,連関図法など)

・工程能力(指数)

・相関分析(相関係数)

 品質管理の実践(の知識)

・QC的ものの見方･考え方(ﾏｰｹｯﾄｲﾝ,ﾌﾟﾛｾｽ重視,特性･要因,ばらつき,事実に基づく･･･)

・品質の概念(定義と基本)(要求品質,品質要素,品質特性,顧客満足,･･･)

・管理の方法(PDCA,QCｽﾄｰﾘｰ,問題と課題,継続的改善,･･･)

・品質保証(定義と基本) (新製品開発,プロセス保証の言葉としての理解)

・品質経営の要素 (定義と基本) (方針管理,日常管理,管理項目,変化点,･･･) 





４級の手引き

https://webdesk.jsa.or.jp/common/W10K0500/index/qc/
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